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要約

「折り重ね切り問題」の中学校および小学校における閔数教材としての有効性を考察した｡最初に，

「折り重ね切り問題」にどのような関数的な関係が内在しているかを考察した。 次に，それらの関

数的な関係を児敢生徒がいかに歓学的に拠えられるか，それぞれの関数的関係について吟味した。

以上の考察を通して，次の（１）～（３）ことが分かった。（１）「折り震ね切り問題」には様々な関数

的な関係が内在している。また，それらの関数関係には未学習のｆ（ｎ）＝２’＋1 等を含むが，対

応表等を注視することにより，児童生徒はそれらの関数閔係を見出しうる。（２）「折り重ね切り問

題」に内在する様々な関数的な関係を数学的に捉えたり証明したりする際，深く柔軟な数学的な見

,ぶや考え方が必要となる。そこでは，数式や図を用いた表現・処理や解釈・読みなど，豊かな数学

的活動が伴う。（３）「折り重ね切り問題」の教材化は，中学校や小学校における関数指導の教材 と

して少なからず有効であり，教貝白身の数学的な活動を促進し資質を商める価値も保有する。

キー－ワード：折り電ね切り，教材，関数

１

研究の目的と方法

（１）研究の目的

本研究の口的は，「折り咀ね切り問題」の教材としての有効性を検討することにある。ここでい う

「折り重ね切り問題」とは,「帯状の紙を何同か折り重ねて（谷折りを繰り返して）切り分けるとき，

何枚の紙に分けられるか」とい う問題である（図１）。折り重ねの回数がＩ・２回程度ならば実際に

切り分けて答えを求められるが，折り重ねの回数が多い場合は数学的に 一般化して捉えなければな

らない。「折り重ね切り問題」は，これまで先進的な授業等で教材として取り上げられている（例え

ば，坪田,2008 ）。しかしながら，それらの試行では幾つかの数学的な関係や規則の発見に留まる場

合が多く，数学的な捉えや証明を積極的に取り扱う授業の検討が望まれる。
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（ １回 折 り.池ね る場 合 ）
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（２回折 り重ねる場合）

図１： 折り重ねりJり問題

(３回 折り重 ねる場合)

（２）研究の方法

本研究の方法としては，放初に，「折り重ね切り問題」にどのような数学的な閔係や規川（主に関

数的な関係）が内在しているかを考察する。次に，それらの関数的な関係を児童生徒がいかに数学

的に捉えられるか，それぞれの関数的な関係について吟味する。以上の考察を通して，「折り重ね切

り問題」の教材としての有効性を検討する。
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２。「折り重ね切り問題」に内在する関数的な関係の発見

（１）分けられる枚数ｆ（ｎ）の変化量への着目

ここでは，「折り重ね切り問題」にどのような数学的な関係や規則が内在しているのか考察する。

折り重ねる回数ｎと分けられる枚数ｆ（ｎ）の関係を対応衣で整理すれば，次の表１のようになる。

表１：「折り重ね切り1111題」の対応表例

折り重ねる回数：　ｎ １ ２ ３ ４ ５ ６ 丿 ● ●

分けられる枚数：ｆ（ｎ） ３ ５ ９ １７ ３３ ６５ ● ● ●

表 １ で ， ｎ に 伴 っ て 変 わ る 枚 数 ｆ（ｎ ）の 変 化 量 等 に 注 口 す れ ば ， ｆ（ １）× ２ － １＝ ５ ＝ ｆ（ ２ ），

ｆ（ ２）× ２－ １ ＝ ９ ＝ ｆ（ ３ ）， ｆ（ ３）× ２ － １＝ １７＝ ｆ（４ ）， ｆ（ ４ ）× ２ － １ ＝３３＝ ｆ（５ ）， … で

あ り ， 一 般 に ｆ（ｎ ）× ２ － １ ＝ ｆ（ｎ ＋1 ）と い っ た 関 係 式 を 予想 で き る。 最 終 的 に は ， 分 け ら れ る

枚 数 ｆ（ ｎ ）は 折 り重 ね る 回 数 ｎ の 関 数 と し て ， ｆ（ｎ ）＝ ２・ ＋1 と 一般 化 で き る。 ま た ， ｆ（ｎ ）の

階 差 に 注 目 す れ ば ， ｆ（ｎ ＋1 ） 一 以 ｎ ） ＝ ２ ”を 見 出 す こ と が 可 能 で あ り， 次 の よ うに ｆ（ｎ ）を

捉 え るこ と も で き る。

分けられる枚数：３
●･

ｆ（２）－ｆ（１）＝２

ｆ（３）－ｆ（２）＝４

ｆ（１）－ｆ（３）＝８

+2

(＝22)

(＝23)

5　　　　　　　9

●　　　　　　　　 ●･
＋4 （＝22）　E8 （＝23）

ｆ（ ｎ ） － １（ｎ － １ ） ＝ ２ ”－１

両 辺 を そ れ ぞ れ 足 す と ，

ｆ（ ｎ ）－ ３ ＝ ２･卜22 ＋23 十 … ＋2 ” １

１（ｎ ）＝ ３ ＋2 ＋２２＋ ２３十一･･十 ２・－１

口 ｎ ）＝ ３ ＋2 °－ ２

17
●･

＋16 （＝2°）

３ ３･ ‥

＊）

ａ＝２＋２２＋２３十…＋2 °－１…①

２ａ＝２２＋23 ＋24 ＋…＋2n　 ．．．②

②－①より，

ａ＝２ －゙２
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し た が っ て ，

ｆ（ｎ ）＝ ２ ’ヽ＋1

（２）分けられる枚数ｆ（ｎ）の別の変化量への関係づけ

折り重ねる回数ｎが変わるとき，分けられる枚数（ｎ）ばかりでなく，折り目の数やハサミで紙を

切る箇所なども伴って変わる。そこで，紙をｎ回折り重ねるときに発生する折りＨの数をｇ（ｎ）を

とし，ハサミで紙を切る箇所の数をｈ（ｎ）と補助的に名づける。対応衣を用いて整理すると，次の

表２のようになる。その表２を注視することより，襄３のような様々な関係式を発見することがで

きる。

表２：「折り重ね切り問題」の対応表の拡張例

折り重ねる回数：　 ｎ １ ２ ３ ４ ５ ６ ・ ●●

分けられる枚数：ｆ（ｎ） ３ ５ ９ １７ ３３ ６５ ● ● ●

折 り 目 の 数：ｇ(ｎ) １ ３ ７ １５ ３１ ６３ ● ● ●

切る 簡所 の数　：ｈ( ｎ) ２ ４ ８ １６ ３２ ６４ ● ● ●
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表３：「折り 爪ね切り問題 」に内在 する唯々な関係式 例

齢 閔係式 言葉の式など

① ｆ（ｎ）＝ｇ（ｎ）十２ (分けられる枚数)＝( 折り目の数) 十２

② ｆ（ｎ）＝ｈ（ｎ）十１ (分けられる枚数)＝( 切る筒所の数) 十１

③ ｈ（ｎ）＝ｇ（ｎ）十１ (切る箇所の数)＝( 折り目の数) 十１

④ ｆ（ｎ）×２－１＝ Ｈ ｎ十１） (前の 枚数)×２－１＝(次の枚数)

⑤ ｆ（ｎ十ｌ） －ｆ（ｎ）＝２ ’` 枚数の増加j1は ２の累乗ずつ増えている,，

⑥ ｈ（ｎ）×２＝ｈ（ｎ十１） 切る箇所の数は２倍になっている。

⑦ ｇ（ｎ）×２十１＝ ｇ（ｎ 十１） (前の折り目の数)×２十ｌ＝( 次の折りＨの数)

⑧ ｇ（ｎ）十ｈ（ｎ）＝ｇ（ｎ 十１） (折り目の数〉十(切る箇所の数)＝( 次の折り目の数)

⑨ {ｆ(ｎ) 十ｇ(ｎ)} ÷２＝ｈ( ｎ) (分けられる枚数十折り目の数) ÷２＝( 切る箇所の数)

３。発見した関係式の数学的な捉え

前述２では，「折り重ね切り問題」に様々な数学的な関係や規則が内在することを指摘した。それ

らの関係や規則を，児童生徒は数学的に捉えることが可能なのか。そこで表３に掲げた①～⑨の関

係式を，小学校および中学校で学ぶ算数・数学を使ってどのように数学的に捉えることができるか

を考察する。

（１）「ｆ（ｎ）＝ｇ（ｎ）＋2 ：（分けられる枚数）＝（折り目の数）＋2 」の数学的な捉え

折り目は， 両端の紙２枚を除き切り分けられる紙に必ず入っている。端的に,Ti°えば，両端の２枚

を除いて考えれば，枚数ｆ（ｎ）は折り日の数ｇ（ｎ）に一致する。ｆ（ｎ）＝ｇ（ｎ）＋2 の「＋2 」は，

両端の紙の枚数２を意味すると解釈できる。結局，折り口の数ｇ（ｎ）を把握できれば，この関係式

ｆ（ｎ）＝ｇ（ｎ）＋2 をもとに枚数ｆ（ｎ）を捉えることができる。

ところで，折り月の数ｇ（ｎ）を把握するためには，例えば次の図２のように輪状の紙テープの折

り重ねる場而」を「折り重ね切り問題」に対比させながら考えればよい。一般に，「輪状の紙テープ

の折り重ねる場面J では，ｎ回折るとき，折り目の数は２°となる。「折り取ね切り問題」では，紙

テープの一端 が開いていることから，「輪状の紙テープの折り重ねる場面」に比べて，折 り目の数は

常に １つ少ない。つまり，折り目の数ｇ（ｎ）は，ｇ（ｎ）＝２’‘－ １ となる。以上のことより，最終

的にｆ（ｎ）＝ｇ（ｎ）＋2 ＝２ ’１ ＋1 を得る。

こ ＿ご

(１回折ったとき：折り目の数21)

づ三 三三三う＞

(２回折りたとき：折りｎの似22)

図 ２：輪状の紙テ ープ折り重ねる場 而
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(３回折ったとき：折り目の歎23)

Akita University



（２）「ｆ（ｎ）＝ｈ（ｎ）＋1 ：（分けられる枚数）＝（切る箇所の数）＋1 」および

「ｈ（ｎ）×２＝ｈ（ｎ＋1 ）：切る箇所の数は２倍になっている」の数学的な捉え

関係式ｆ（ｎ）＝ｈ（ｎ）＋1 には，「ハサミで１箇所を切れば，り」り分けられる紙が１枚増える」

とい う紙を切り分け るときの原理が内在する。また， 口 ｎ）＝ｈ（ｎ）＋1 の「＋1 」は，ハサミで

切り分ける前に元々あった紙１枚を意味すると解釈できる。

ところで，ハサミで切る箇所の数ｈ（ｎ）は，次の図３のように，申｡純に紙を重ねりJる場而（両端

が繋がっていない紙を重ねて切る場而）で捉え直しても，その数ｈ（ｎ）は変わらない。１回折る度

に重なる枚数が２倍になるからハサミを入れる簡所は２倍ずつ増えることになる。式で表現すれば，

ｈ（ｎ）×２＝ｈ（ｎ＋1 ），ｈ（ｎ）＝２’となる。以上のことから，ｆ（ｎ）＝ｈ（ｎ）＋1 ＝２「`＋1 を

得る。

__
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ヲ ニ

U:

三 サラ

●

(１回折ったとき:切る箇所の数21)

蛋
白 白丿

（２回折 りjRねる 場合）

｡二 仁、
づ 三 づ

_ ＿

こ

切断周

図３：単純に紙を重ね切る場 而

・●･
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切iS

（ ２回 折･つたとき: 切る 箇所の敏２り　　 （３回 折ったと き： 切る箇所 の数23 ）

（３）ｒｈ（ｎ）＝ｇ（ｎ）＋1 ：（切る箇所の数）＝（折り目の数）十ｌｊ の数学的な捉え

前掲の表３①お よび②の関係式， 口 ｎ）＝ｇ（ｎ）十２， 口 ｎ）こｈ（ｎ）＋1 を連立して Ｈ ｎ）

を消去すれば，ｈ（ｎ〉＝ｇ（ｎ）＋1 を得る。 また，次の図４のように，図を用いて視覚的に理解を

深められる。折り重ねた紙テープ（図４左）を，§ 状に引き伸ばす（図４右）と等により，切断線（切

る箇所）は，折り目と折り目の闘に必ず入ることが視覚的に把梶でき，「ｈ（ｎ）＝ｇ（ｎ）＋1 バ 切

るｉ 所の数）＝（折り目の数）＋1J を捉えることができる。

μ? 蕪 り;肝廠

Ｆ

Ｉ

１

１

１
１
・
・

Ｉ
Ｉ・

1叩 MI 1が

図４：「ｈ（ｎ ）==ｇ（ｎ ）＋1 ：（切る筒所の数）＝（折り日の数）＋1 」の視覚的理解

（４）「ｆ（ｎ）ｘ２－１＝ｆ（ｎ＋1 ）：（前の枚数）ｘ ２－１ ＝（次の枚数）」および

ｒｆ（ｎ＋1 ）－ ｆ（ｎ）ｘ ２＾：枚数の増加量は２の累乗ずつ増えている」の数学的な捉え

関係式 ｒｆ（ｎ）×２－１＝ 口 ｎ＋1 ）：（前の枚数）ｘ２－１＝く次の枚数）」を，数式の処理によ

って捉えられる。 例えば前述３く１）（２）等より，ｆ（副 ＝2 ’1 十１，ｆ（ｎ＋1 ）＝２゛ ｌ゙＋1 で
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あるから， 口 ｎ＋1 ）一 卜 （ｎ）×２一 川 ＝２ ”゙Ｉ÷ １－｛（２ ･１＋1 ）ｘ２一 川 ＝０となり，

ｆ（ｎ）ｘ２－！＝ Ｈ ｎ＋1 ）と確認できる｡また．ｆ（ｎ）の階差 口 ｎ＋1 ）－ｆ（ｎ）に注目すれば，

Ｈ ｎ＋1 ）－ Ｈ ｎ）＝（２･１４, １＋1 ）－（２ ”＋１）＝２・を得る｡

ところで，次の図５や図６のような図を用いて，関係式 バ ｎ）×２－１＝ Ｈ ｎ＋1 ）を数学的に

捉えるこ ともできる。 まず，図 ５のように，対象となる図を引き伸ばして捉え直す。図５下のよう

に切り分けても，ｎに対するｆ（ｎ）の値は原問題（折り重ね切り問題）の場合と変わらないことが

分か乱 引き続き，図６のように一般的な場合ついて考える。図６の左図でｎ回折るとき，同 印の

付いた切る箇所（：切る簡所総数 ２・のうち一番右端にあるｉ 所）の左側にａ枚の紙があるとすると，

［E］印の右側にある紙の数は折り口の入った １枚だけである。そこでさらにｎ＋ １川折れば，図６の

右図のようになる。け1＋11 印の付いた箇所（：切る箇所総数2･ ‘ヽI のうち一番右端にある簡所）の7,ﾐ

側にある紙の枚数は２ｘａとなる。一方，LQ ｔ ll印の右側にある紙の枚数は１枚のままである。以

上のことから，ｒＨ ｎ）×２－１＝Ｈ ｎ＋1 ）：（前の枚数）×２－１＝（次の枚数）jを得る。

¶

い

（１回 折 いR ねる 場介）

立

叫 ５

= ニニニ＝ 二 Ｒ

（２回 折引R ねる場合 ）

二 二戸

（３回折 り 収ねる場合）

１　　１　　　１　　１
←

二 二 二 斗 づ

ａ

図 の引 き伸Ｌによる捉え は 回～３川 折り重ねる揚合）

十十 寸 滋⊃ご 二亀デ 岑
ljj6 : 図 の 引 き 伸 し に よ る 捉 え （左 図 ； ｎ 回 折 る 場 合 ． 右 図 ：ｎ ＋1 回 折 る 場 合 ）

（５）ｒｇ（ｎ）×２＋1 ＝ｇ（ｎ＋1 ）：（前の折り目の数）ｘ２＋1 ＝（次の折り目の数）」の数学的な捉え

例えば前述の３（１）（２）等より，関係式ｆ（ｎ）＝ｇ（ｎ）十２， 口 ｎ）＝２’十！を得ている。そ

れらの関係式を連立して「（○ を消去すれぱｇ（ｎ）・=２”－ １ となることから，ｇ（ｎ）×２＋1 ＝

（２１１－ １）×２十Ｉ＝２０ １－１＝ｇくｎ十 い と確認できる。

また，図の視覚的な悄報処理により，ｇ（ｎ）×２＋1 ＝ｇ（ｎ＋1 ）を捉えることも可能である。

例えば，折り目の発生する位置に注視しながら，次のような図８左図（２回折り重ねる場合）と図８

右図（３回折り重ねる場合）を比較してみる。図８左図おいて, 現在ある折り目（２回折り重ねで生じ

ている折り日）の他に，ハサミで切断する箇所を図８右図で新たに生成される折り口（３回折り重ね

で新たに生じる折り 目）と捉え直すことができる。言い換えれば, 図８右図で左側にある点線で囲ん

だ折り目は，２回折り重ねで既に生成されていた折り日であり，図８右図で右側にある折り目が３

回折り重ねで新たに生じた折り回と考えられる。 さらに，図８右図の左側一番上の端のみは間いて
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おり，折りＨがないことが確認できる。仮に，左側一番上の端が閉じており折り目があれば一般化

してｇ（ｎ）×２＝ｇ（ｎ＋1 ）となるが，|‘折り重ね切り問題」の場合，ｇ（ｎ）Ｘ２＝ｇ（ｎ＋1 ）－１

となる。すなわち， ｇ（ｎ）×２＋1 ＝ ｇ（ｎ＋1 ）を得る。

‾ ‾? ‾ ｍ い
二!　　 ，／フ

１　　　　　ヽ－‘

（２回 折り 重ねる場 合）

●･

図 ８： 折りｎ の発生 の捉え

ｒ

ｆ

ｔ

Ｘ

１

心~ ／
１

（ ３ 回 折 り 重 ね る 場 合 ）

（ ６ ）「ｇ（ｎ）十ｈ（ｎ）＝ ｇ（ｎ ＋1 ）：（折り 目の 数）十（切る 箇所の 数）＝（次の 折り 目の 数）」 およ び

「｛f（ｎ）十ｇ（ｎ）ｌ÷２＝ｈ（ｎ）：（分けられる枚数十折り目の数）÷２＝（切る箇所の数〉）等の数学的な捉え

前 述 ま で の 考 察 か ら ， ｆ（ｎ ）－ ２ ’十 １ ， ｇ（ｎ ）＝ ２・－ １ ， ｈ（ｎ ）＝ ２・等 の 一 般 化 し た 関 係 式

を 得 てい る 。そ れ ら の 関 係 式 を 連 立 させ て 整 理 す れ ば ，ｇ（ｎ ）十 ｈ（ｎ ）＝ ｇ（ｎ ＋1 ）， 口 （ｎ ）十 ｇ

（ｎ ） ｝÷ ２ ＝ ｈ（ｎ ）等 の 関 係 式 を 機 械 的 に 得 ら れ る 。 ま た ， 前掲 の 図 ８ で 捉 え た よ うに ， 現 在 あ る

折 り Ｈ の 他 に ，ハ サ ミ で 切 断 す る 箇 所 を 新 た に 生 成 さ れ る 折 り 目 と 捉 え れ ば ，（折 り 口の 数 ）卜（ 切 る

簡 所 の 数 ）＝（ 次 の 折 り 口 の 数）： ｇ（ｎ ）＋ｈ（ｎ ）＝ ｇ（ｎ ＋1 ）と 容 易 に 解 釈 で き る 。

４．「折り重ね切り問題」の関数教材としての可能性

（1 ）「折り重ね切り問題」に内在す る豊かな関数的な関係

前述２では，「折り重ね切り問題」にどのような関数的な関係が内在しているかを考察した。前掲

の表３で示したように，「折り重ね切り問題」には様々な関数的な関係が内在しており，児 駄生徒の

発達段に応じた知的好 か心を掻き立てる教材となりうる。また，それらの関係の中には，児童生徒

にとって未学習であろうｆ（ｎ）＝２口＋1 等の関係を含むが，対応尖等を注視することにより児童

生徒でもそれらの関係を 見出すことが少なからず可能である。 さらに， に ｎ）＝２°＋1 を直接的

に捉えることが困難でも，ｆ（ｎ）＝･ｇ（ｎ）十２，ｒ（ｎ）＝ｇ（ｎ）＋2 等の関係を駆使して，捉えや

すいものに結び付けてｆ（ｎ）を間接的に捉えるといった授業展開が期待できる。

（２）「折り重ね切り問題」に内在する登かな関数的な関係の数学的な捉え

前述３では，「折りIR ね切り問題」で見出した関数的な関係を児蛮生徒がいかに数学的に捉えられ

るか，それぞれの関数的な関係について吟味した。それらの吟味を通して，各関数的な関係を数学

的に捉えたり証明したりする方法や手順は多様にあり，深く柔軟な数学的な見方や考え方が必 要と

なることが分かった。とりわけ，数式や図を川いた表現・処理や解釈・説みなどは，r折り重ね切り

問題j の解決過程における必要不可欠な数学的な活動である。

（３）カリキュラム上の位置づけ

通常，小学校算数における関数指導（数址関係指導）では，比例および反比例を主たる指導内容

としている。また，中学校数学における関数指導では，比例・反比例，１次瀾数，２乗に比例する

関数が主たる指導内容となる。「折り重ね切り問題」で見られるｆ（ｎ）－２ ’ヽ＋1 等の関数は，これ

まで本格的に取り扱 われていない。しかしながら，従来の渕数指導で取り扱われてきたそれらの関

数をより鮮明に理解 させるためにも，児童生徒の発達段階を考慮しつつ，r折り重ね切り悶題j で見

られるような様々な閔数を取り上げることは少なからず意義あることと考え る。 新学習指導 要領で
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は，これまでにも増して只体的な操作や実験が奨励されている。「折り」11ね切り問題」は，手怪に紙

とハサミを用いて実際に行うことができる現物実験と頭の中で行 う念頭操作や思考を兼ね備えた優

れた教材と祐える。また，中学校３年で閔数ｙ＝Ｘ２の他に，色々な関数を取り上げることになっ

てお り（文部科学省,2008b ），¶’折り重ね切り問題」を破極的に収り上げるよい機会となろう。また，

前述２および３で考察した辿り，「折り重ね切り悶題」に内在する関数的な関係は多様であり，それ

らを数学的に捉えたり証明したりすることは，教員自身の数学的な活動を促進し資質を高める機会

になると少なからず考えられる。それらの実践報告は，次に機会に述べる予定である。
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A Study ｏｎ teaching material of ORIKASANE-KIRI

OSANN りX，Hi ｒｏｎｏrｉ

Ｙａｍ ａｇａtａ Ｕ ｎｉｖｅrsity

ab ｓCｒact｡

ln thi ｓ pal
】ｅr，

ｌ ｃｏｎｓide ｒed t ｈｅ ｅｎｅｃtiｖelleｓｓ in the j ｕｎｉｏｒ high ｓｃｈｏｏｌ ａｎ
ｄ tｈｅ ｅｌｅｍｅｎtａｒy

school as tbe f ｕｎｃｌｉｏｎ tｅａｃ
ｈｉｎｇ ｍ ａtｅｒｉａｌ ｏｆ ＯＲＩＫ ＡＳＡＮ Ｅ-KIRI. Fi ｒ５t of a11 ， １ｃｏｎsidered ｗhat

fｕ
ｎｃtｉｏｎ ｒｄ ａtｉｏｎ ｅｘiｓted in ｓｉ

ｄｅ ＯＲＩＫＡＳΛＮＥ-liIRj ，Ｎｅｘt，l eｘamilled ho ｗ ｓtｕｄｅｎts being able

tｏ　ｃａtｃｈ　tｈｅｎｌ　ｍ ａthe Ⅲａtically　
ｄｏｓely ，Ａs　ａ　ｒｅsｕlt，the follo ｗing nnding　 ｗａｓ obt ａｉｎｅｄ.

く1)Ｆｕｎｃtｉｏｎ ｖａｒioｕｓ ｒｅｌａｌｉｏｎs ｅｘist ins ｉｄｅ ＯＲＩＫ ＡＳＡＮＥ･laR1 ，Ｍ ｏrｅｏｖｅr，ｓtｕｄｅｎts ｃａｎ 
ｎｎｄ

ｌｈｏse filnct ｉｏｎ relation b ｙ ga ｚing at ｌ
ｈｅ ｃｏz` reｓｐＤｎｄｅｎｃｅ tａｂｉｅ ｅtc， thoｕgh f( ｎ) ゜2・･卜l of the

ｕｎｓtｕd ｙ iｓ incl ｕded in those f ｕｎｃtｉｏｎ rｅｌａtｉｏｎ.(2) Ｗ ｈｅｎ ｌｈｅｙ ｍａtｈｅｍ ａtic811ｙ ｃａtch o ｒ pｒｏｖe

fｕｎｃtｉｏｎ ｖａｒioｕs ｒｅｌａtiolls that e ｘiｓt ins ｉｄｅ ＯＲＩＫｊ
ａ

ｖieｗ alld idea az･ ｅ ｎｅｅｄｅｄ. Ｔｈｅy ｄｏ ｍａｌｋ ｍ ａｌｉｃａｌ ａｃtiｖities s ｕch as t ｈｅ ｅχprｅss1011ｓ, processing ，

the　int ｅｒpr ｅtａtｌｏｎｓ， ａｎ
ｄ　reading　t ｈａt　 ｕsｅ　tlle　e ｘpｒｅｓsｉｏｎs　and　fig ｕｒｅs.(3) Ｍ ａ

ｋｉｎｇ

ＯＲＩＫＡＳＡＮ Ｅ-ＫＩＲｌ ａ tｅａｃｈｉｎｇ ｍａtｅｒial is ｅｆＲ ｃtiｖｅ ａs the t ｅａｃｈｉｎｇ ｍ ａtｅｒial of the f ｕｎｃtion

gｕidance　in　the j ｕniol･　high　s ｃ
ｈｏｏｌ　ａｎｄ　tｈｅ　ｅｌｅｍｅｎtａry　s ｃｈｏｏ１， ａｎｄ　the　teachell ｓ ｏｗｎ

ｍａtｈｃｍａtｉｃａｌ ａｃtiｖity i ｓ prｏｎｌｏted.
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